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石森 サタワル島における集団改宗

サ タ ワ ル 島 に お け る集 団 改 宗

キ リス ト教と伝統宗教

石 森 秀 三*
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V.お わりに

1.は じ め に

 人はいかにして,自 らが信 じる神をすて,新 たなる神をうけいれることができるの

であろうか。改宗は,価 値観の一大転換であり,そ の人の生きざまに大いなる影響を

あたえる。それゆえ,一 人の人間が改宗にいたった動機をしることは,そ の人の 「人

となり」をしるうえで不可欠の重要性をもつ。同様のことが,集 団の場合にもあては

まる。集団改宗は,0つ の集団における価値観の一大転換であり,集 団にとっての重

大事である。そのため,集 団改宗にいたったプロセスをしることは,一 つの集団がも

つ価値体系を把握するうえにおいて不可欠の重要性をもつ。

 太平洋の島々では,18世 紀以降におけるヨーロッパの列強による植民地化にともな

って,各 地でキリ.スト教への改宗がなされた。改宗にいたったプロセスはそれぞれの

島々がおかれていた政治的 ・経済的 ・文化的状況によって異なるが,キ リス ト教が太

平洋の島々にいきる人々にあたえた影響は,ど の島においてもはかりしれないものが

あった。太平洋の島々における社会的 ・文化的変化の動因は,も ちろんキリス ト教の

受容だけではない。植民地行政や貨幣経済の浸透 ・新 しい物品の流入 ・学校教育制度

の導入など,さ まざまな動因があるが,今 日の太平洋の島々における近代化にともな

う社会的 ・文化的変化を把握するうえにおいて,キ リス ト教受容にともなう諸問題 を
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さけて とおることがで きな い。

 太 平洋の島々におけるキ リス ト教への改宗 にともな う諸問題 については,こ れまで

に人類学者や歴史学者が,さ まざまな形で とりあげて きた1)。 けれ ども,そ れ らの研

究は,主 と してポ リネシアや メラネシァの島々におけるキ リス ト教への改宗 の問題を

と りあげてお り,ミ クロネシアの島 々に関する事例研究 は比較的少ない2)。 また,多

くの研究 は,ニ ュージーラン ドや トンガ諸 島や フィジー諸島な ど,規 模 の大 きな島々

の事例を主 として とりあげてお り,小 さな サンゴ礁 の島々におけ るキ リス ト教へ の改

宗の事例は比較的 と りあげ られていない。 そのため,本 稿は ミクロネ シアのサタワル

(Satawal)島 という,小 さなサンゴ礁の島におけるキ リス ト教への改宗 とそれに とも

な う社会的 ・文化的変化を明 らか にする ことを目的 としている。サタ ワル島は,カ ロ

リン諸島の中央部 に位置す る隆起 サンゴ礁 の島であ り,人 口500人(1980年),周 囲6

キ ロメー トル という,小 島であ る。

 サ タワル島をと りあげる第1の 理由は,2度 にわた るフ ィール ド・ワークのさいに

収集 した データに もとつ いて,キ リス ト教の受容 にともな う諸 問題 に関 して民族誌 的

記述 をおこな うこ とが可 能な点 にある。サタ ワル島では,1978年6月 か ら9月 にかけ

て予備調査をおこない,1979年5月 か ら1980年3月 にかけて本調査 をおこな った3)。

第2に,サ タ ワル島のよ うな小規模な島は社会 的 ・文化的状況 が比較的錯綜 していな

いので,こ の種の研究 に最適 とい う利点を有するためである。 キ リス ト教 への改宗は,

た だ単 に宗教的要 因によ ってのみ生 じるものではな く,広 範囲にわ たる政治的 ・社会

的 ・文化 的要因が 関与 してい る。 規模 の大 きな 火 山島な どの 場合 には,政 治的 ・社

会的 ・文化的要因が多岐 にわたるとともに,複 雑 に錯綜 しているために,キ リス ト教

への改宗 にともな う諸 問題 を明 らかにす るのは容易で はな いの に対 して,小 規模なサ

1)入 類 学 者 に よ る太 平洋 の 島 々に お け るキ リス ト教 研 究 は 数多 くあ る 。 と くに,ア メ リカの オ

セ ア ニ ア社 会人 類 学 会(Association for Social Anthropology in Oceania)は,1975年 に"Mission,

Church, and Sect in Oceania"と 題す る シ ンポ ジ ゥ ムをひ ら き,太 平 洋 の 島 々に お け る キ リス

ト教 受 容 に と もな う諸問 題 を 広 い視 野 か ら とりあ げ て い る [BOUTILIER, HuGHEs and TIFFANY

(eds.)1978]。 また,日 本 人 研 究者 に よ る太 平洋 の 各地 にお け る キ リス ト教 に関す る研 究 も蓄

積 さ れて い る[青 柳 1985;橋 本 1986,1987;石 森 1974,1982;中 山 1985,1988]。

2)ミ ク ロネ シアに お け る キ リス ト教 受 容 に ともな う諸 問題 の 人類 学 的 研究 と して は,つ ぎを参

照[青 柳 1985;BLACK l978;MARSHALL 1riC1 MARSHALL 1974;中 山 1985,1988;NAsoN

l978;須 藤 1988]。

3)サ タ ワル 島 にお け る フィ ール ド ・ワ ー クは,文 部 省科 学 研 究費 補 助 金(海 外 学 術調 査)の 交

付 を う けて お こな った。 そ の さい に,サ タ ワル 島の3人 の 首 長を は じめ,数 多 くの人 々に た い

へ ん お世 話 に な った 。 ここ に,記 して 深甚 な る 謝意 を表 して お きたい 。 ま た,フ ィー ル ド ・ワ

ー クの さ いに は
,共 同 調査 者 で あ る 国立 民 族 学博 物 館 の須 藤 健一 氏 と秋道 智 彌 氏 か ら数 多 くの

有 益 な示 唆 を うけた 。 ま た,須 藤 氏 と中 山和 芳氏 には,本 稿 を ま とめ るに あ た って,数 々の 助

言 を い ただ い た。 深 く謝す る次 第 で あ る。
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タワル島の場合 には状況の把握 が比較的容易 と い え る。 第3に,サ タワル島では,

1953年 に 島をあげて キ リス ト教 への集団改宗 がな されている点 がある4)。 大規模 な島

の場合 には,島 をあげての集 団改宗 は稀であ り,同 一 の島 の内部 においてキ リス ト教

に 「改宗 した者(集 団)」 と 「改宗 していな い者(集 団)」 との対立 や,「 力 トリック

教会 に入信 した者(集 団)」 と 「プロテスタ ン ト教会 に入信 した者(集 団)」 との対 立

などが生 じやすい。 その結果,キ リス ト教への改宗 にと もな う社会的 ・文化的変化の

あ り方 も多元 的に展開 しがちであ る。 また,サ タ ワル島で は,本 格的な布教 がは じま

ってか ら,10年 た らずの うちに集 団改宗がおこ ってお り,布 教 に長時間 を要 した島 と

くらべると,キ リス ト教受容に ともな う社会的 ・文 化的変化 が多元的には生 じていな

いために,問 題点を より明確 にで きる点 も重要で ある5)。

皿.キ リス ト教 受 容 の プ ロセ ス

 サ タ ワル島の人 々とヨーロッパ 人 と の 出会 い が最初 に記録 にとどめ られたのは,

1797年 の こと と推定 されている[HEzEL l979:17]。 そ れ には,ロ ン ドン伝道協 会

(London Missionary Society)が 関与 している。ロ ン ドン伝道協会は,1ク88年 に 出版

されたGeorge Keateの 著 書An Account of the Pθ18ωム♂α加bに 触発 されて,ミ クロ

ネシアにおける伝道 の可 能性 をさ ぐるために,1797年 に教会関係者をのせたDuff号

と いう船 をパ ラオに派遣 した。Keateは,1783年 にパ ラオ群島の近 くで座礁 した東 イ

ンド会社 のAntelope号 のHenry Wilson船 長 らが遭遇 した ことを聞 き書 きにま とめ

て,上 記 の本 を出版 した[KEATE l788]。 この本は出版 されて か ら6年 の うちに6

版 をか さねるほど,数 多 くの読者を獲得 し,18世 紀 のイギ リスにおいて広 く愛読 され

たといわれて いる。 当時,ロ ン ドン伝道協会で は,ポ リネ シアの トンガ諸島やマルケ

サス諸 島などですで に布 教を開始 して いたが,ミ クロネシア における布教の可能性を

検討するために,帰 路 にパ ラオ群島方面をお とずれた。

4)小 規 模 な 島に お け る キ リス ト教 へ の 集 団改 宗 の 事 例研 究 と して は,つ ぎを参 照[MONBERG

l962,1967]0

5)た とえ ば,テ ィ コ ピア(Tikopia)島 の 場合 に は,1901年 に英 国 聖公 会(Church of Engiand)

の メ ラネ シア伝 道 団(Melanesian Mission)に よ って 教 会 が設 立 され ,本 格 的 な 布 教 活 動 が 開

始 され た。 当初 は,ほ とん ど の人 々が 改宗 しなか った が,ユ923年 に最 初 の集 団 改宗 が生 じた 。

しか し,島 の西 部 に 居 住す るclanが 集 団 的 に改宗 した だ けで あ り,島 の 人 口の 半数 の みで あ っ

た。Raymond Firthが 最 初 の調 査 を お こな った1929年 の 時点 で は,全 人 口1278人 の う ち,キ

リス ト教 へ の 改宗 者 が643人 で あ り,ほ ぼ半 数 で あ った 。 キ リス ト教 へ の改 宗 を拒 絶 して い た

2人 の 首長 が 最終 的 に改 宗 したの は,1956年 の こ とで あ り,そ れ に よ って 島全 体 が キ リス ト教

化 され た 。本 格 的 な布 教 が は じま って か ら,約 半 世紀 後 の こ とで あ る[FIRTH 1967,1970]。
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 Duff号 は,1797年 の10月25日 の午前9時 頃に,サ タ ワル島に立ち寄 った。 以下,

Wilson船 長 の記述 に もとつ いて,サ タ ワル 島の人 々とDu�� との出会いを再 現す

ると,つ ぎの ようにな る[WILsoN I 799:298-301]。 Duff号 が島 に到着す ると,島

人がカヌ0を こぎよせ,"Capitaine!(船 長)"と 何 度 もさけんで,物 々交換をせ ま っ

た。Capitaineと さ けぶのを きいて, Wilson船 長 は 島 の 人 々がすで にヨーロ ッパ

人との出会いを経験 してい ると判 断 した。幾人かの島人 を乗船 させ た ところ,か れ ら

は貝製の釣針や ココヤシ殻繊維製 のロープな どを持参 し,物 々交換を要求 した。 かれ

らがもっともほ しが ったのは金属製品であ ったが,そ の他のいかなる ものとの交換に

も応 じた。乗船 した島人は,他 の島の場合 とは異な り,物 をぬす もうとは しなか った

が,カ ヌーにの って船のまわ りにいる男たちが,船 の ロープの鉄製留 め具をぬす も う

と したので,全 員に退去を命 じた。その 日の夕方,夕 食を とろ うとした ときにふ たた

び騒 ぎがおこった。 島人がカヌーで近づ き,船 の ロープの鉄製留 め具 をぬす もうと し

たので ある。そ こで,船 長 が銃 を数発 うった ところ,島 人は蜘蛛 の子を ちらす ように

にげ さった。その さいに,Duff号 の2人 の イギ リス人船員が船か ら逃亡を くわだて,

海 にとび こんだ。2人 ともタ ヒチ島などでbeachcomberを 経 験 した札付 きの男た ち

であ り,英 国本 国にかえって も将来性 がな いので,beachcomberと してサタ ワル島

でいきる道を選択 した ので ある。Wilson船 長 は銃 を発 砲せ ずに,逃 亡をゆる した。

しか し,資 源 に乏 しい小島での生活 は厳 しいはずであ り,2人 の不幸な選択を哀れん

だ。翌 日,西 隣…の ラモ トレック(Lamotrek)環 礁 を発見 したが,こ こで も別 の乗組員が

船長 に島で くら した いと願 いでて許可 された。 その男 は,タ ヒチ島でbeachcomber

と して生活経験 のあるス ゥェーデ ン人であ った。

 この ようなWilson船 長 の記述 をよむ と,サ タワル島のような離島で も18世 紀 末の

毅階ですで にbeachcomberが お り,ヨ ーロッパ 人 との少なか らぬ接触 のあった こと

が明 らかであ る。 しか も,サ タ ワル島が属す る中央 カロ リン諸 島の島々で は,古 くか

らマ リアナ諸島方面にア ウ トリッガ・カヌーによる遠洋航 海がおこなわれてお り,グ ァ

ム(Guam)島 な どですでにスペイ ン人 と出会 って いた。 グ ァム島では,1668年 か らス

ペイ ン人神父 によって布教活動 が開始 され,教 会 も設 立 されていた[HEZEL 1970:

213]。 グ ァム島在住の神父 は,中 央カロ リン諸島か らアウ トリッガ ・カヌーで到来 し

た島人 から情報 をえて,か れ らを水先案 内人 と して教会の船 にのせ て,島 々をお とず

れて布教 をこころみた。 と くに,ウ リシー(Ulithi)環 礁 に関 しては,18世 紀 の初 め

頃にグ ァム島在住 のCantova神 父 が布 教をおこな って いる。 Cantova神 父 は,1722

年 に2隻 のカ ヌーで グ ァム島 にや ってきた ウ リシー環礁 の人 々を手厚 くもてな し,か
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れ らの言語 や習慣を研究 したの ちに,1728年 にな ってか らかれ らを教会の船にのせ て

ウリシー環礁 に布教 にでか けた。 当初,布 教 は大成功 をおさめ,127人 の 子 どもが受

洗 した と報告 されている[HEZEL l970:218]。 しか し,島 人 によるキ リス ト教への

改宗 は表面的な もので あったた めに,や がてCantova神 父 は島人 と折 り合 いが悪 く

な り,最 終的 に槍で刺 し殺 され るとい う悲劇が生 じている。

 Cantova神 父 の死 に ともなって,カ ロ リン諸島 におけるキ リス ト教 の布教活動は下

火にな り,そ の後約150年 間 にわた って沈滞 した状態 がつづいた。 ところが,1886年

に な って,ス ペインのフラ ンシス コ会の一派で あるカプチ ン修道会 がカ ロリン諸島に

おける布教 を担当することにな り,事 態 が一変 した[HEZEL l970:221]。 カ プチ ン

修道 会では,カ ロ リン諸島 を2つ の地域 にわ け,東 部 ではポナペ(Ponape)島 を 拠点

とし,西 部で はヤ ップ(Yap)島 を 拠点 として布教をお こな うことにな った。1886年

6月 に,6人 の カプチ ン修道会神父がヤ ップ島 に到着 し,カ ロ リン諸島 の西部 におけ

る布教活動 に着手 した。 そ して,こ れ らの神父が ヤ ップ島の離島における布教 も担当

した。 サタワル 島周辺 の島 々にも神父が来島 し,布 教をお こな った ことが確認 されて

い る[BURROWS�.11CI sPIRO l957:200-201]。 サ タ ワル島で も,か つ て外国人神父

が来 島 した ということが語 りつがれているが,そ れ によ ってキ リス ト教への関心が喚

起 されたわけで はなか った。 しか し,ヤ ップ島で は,カ プチ ン修道 会神 父による積極

的な布 教活動 によって,19世 紀 末頃 には,約1000人 が洗礼を うけ,542人 の子 どもが

教会 の学校 にかよ うようにな った と報告 されている[HEz肌 1970:222]。

 ヤ ップ島の離島 における布教が もう少 し活発化 したのは,日 本統治時代 の1930年 代

であ る。 日本による統治の始 ま りとともに,2カ 月 に一度の割で,離 島をめ ぐる連絡

船が運航されは じめたのである。神父はその連絡船 を利用 して布教 活動 をおこな った。

しか し,各 島に一 日程度 しか滞在 しな いのでaほ とん ど信者を獲得 で きなか った。 け

れ ども,離 島の中心島である ウ リシー環礁においては,あ る程度の成果 をおさめるこ

とがで き,1937年 頃 にはかな りの島人 がキ リス ト教 に改宗 した といわれている[LESSA

l966:8]。 このようなスペイ ン人神父 による活発 な布教活動 も,太 平洋戦争 の勃発 と

ともに中断 され,ヤ ップ島在住の二人のスペイ ン人神父は 日本軍に よって処刑 され た

といわれている[LESSA l966:8]。

 サ タワル島の長老 の話 によ ると,戦 前 にルイスとい う名前の外国人神 父が西隣 の ラ

モ トレック環礁 に在住 してお り,小 さな教会をたてて布教活動 に従事 していたといわ

れて いる。サタ ワル島の人 々は,ア ゥ トリッガ ・カヌーをもちいて ラモ トレック環礁

に頻繁 に航海 していたので,そ の外国人神父の話 をき く機会 があった。 その影響で,
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サ タワル島の数人がキ リス ト教 に関心 をいだいた といわれてい る。

 サタ ワル島 におけるキ リス ト教 の布教 が本格化するのは,太 平洋戦争後 の ことであ

る。戦後,ミ クロネ シアの島 々は,ア メ リカ海軍によって1951年 まで統治 がおこなわ

れた。その間に,ア メ リカ海軍 の従軍神父 によ って布教がな された。従軍神父は定期

的 に生活物資を とどける輸送船 にの って離島の各島をおとずれ,布 教活動 をおこな っ

た。 しか し,島 に定着 しての布教ではなか ったので,そ れ ほど成果 をあげる ことがで

きなか った。

 けれ ども,従 軍神 父の定期的な来訪 によ って,少 しだけ変化が生 じた。島 の子 ども

た ちが神父を大歓迎 しは じあたので ある。 もちろん,子 どもた ちは信仰上 の理由か ら

神父 を歓迎 したわ けではな い。かれ らのお目当ては,キ リス ト教 の福音で はな く,毎

回 とどけ られ る菓子 やオモチャであ った。そ う しているうちに,よ り重要 な変化が生

じた。子 どもたち とともに母親 も,神 父 の もとにあつま りは じめたのである。通訳を

とお して きくキ リス ト教 の教えは,女 性 たちにとってたいへん好ま しいもので あった。

なぜな らば,神 の もとでは,人 間は皆,平 等であ ると説 かれたか らである。 島の女性

たちは,男 性 とくらべると社会的 に差別 を うけて いた。 たとえ ば,月 経中の女性 は不

浄 とみな され,月 経屋 に隔離 された。また,女 性は男性の前で は頭を低 くしなければ

な らず,あ る場合 には芋虫 のように這 わねばな らなか った6)。 神父は,神 の もとでは

男性 も女性 も平等であ り,そ の ような女性 を差別 した習慣 をまもらな くて もよい,と

説 いた。 その ような社会的状況が背景 にあ ったので,島 の女性た ちにとって,神 父 の

教 えはた いへん うけいれやす い内容を もっていた といえる。

 と ころが,ほ とん どの男性 たちは,キ リス ト教を無視 しつづ けた。かれ らに とって,

神 父 の教えを うけいれねばな らない理由が希薄で あった。 そのため,女 性 た ちも,キ

リス ト教 に関心を いだ きは じめたが,す ぐには改宗で きなか った。その結果,サ タワ

ル島において,1950年 頃 までにキ リス ト教 に改宗 したのは,ほ ん の数人(お そ らく,

5人 に も満たな い)と 推定 されている[ALKIRE 1965=166]。 そ の当時,島 の人 々は

伝統的な神 々とともに くらしており,ま た宗教 的職能者が活躍 していたので,キ リス

ト教を うけいれる余地 がほとん どなかった。

 しか し,1953年 にな って,突 然,サ タワル島の男性 たちが キ リス ト教受容 を真剣 に

検討 しなければな らな い事態が生 じた。 その当時,ウ リシー環 礁をは じめとするヤ ッ

6)た だし,サ タワル島の女性が社会のすべての分野において差別をうけているわけではない。

基本的には,政 治などの公的領域においては男性優位であるのに対 して,家 庭などの私的領域

では女性優位であるといえる。サタワル島では,男 女間における明確な役割分化にもとつ く男

女関係のケジメとバランスがほどよくとれた社会が形成されていたとみなせる。
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プ地区の離島のほ とん どの島 々がキ リス ト教 に改宗 していた。その ような状況のなか

で,1953年 に な って,突 然,ウ リシー環 礁の2人 の助祭 がサタワル島に派遣 されて き

た。 これ らの助祭 は,ウ リシー環礁在住 のアメ リカ人神父 の助手をつ とめて いた。2

人 の助祭 は,生 活物資をは こぶ連絡船でや って きた。船 は長 くて も0昼 夜程度 しか,

島 にとどま らな いが,助 祭 たちは船が さったのち も島にいのこった。 キ リス ト教 の集

中的な布教をするためである。それか らかれ らは連 日,一 番大 きな カヌー庫に男性 た

ちをあっ めて,キ リス トの教えを説 いた。つ ぎの連絡船が くるまで約2カ 月間にわた

って,布 教がつづ けられた結果,最 終的 に成人男性を 中心に会議 がひ らかれ,全 島を

あげて キ リス ト教 に集団改宗することが決せ られた。

 集 団改宗にあたって問題にな ったのは,伝 統的な神 々 との決別であ った。 キ リス ト

教は一神教 であ り,数 多 くの伝統 的な神 々との決別 が必要 であった。サタワル島で は,

超 自然的存在 もしくは超人間的存在 を,yanu'と 総 称 している。 yanu'は,名 のあ る

神格的存在か ら名のな い精霊や人間の死 霊にいたるまで,さ まざまな超 人間 的存在を

包括的に意味す る。サタ ワル島の人 々は,さ まざまな神 々を認識 していた。た とえば,

島 には ココヤ シやパ ンノキの神 々がいた し,海 にはカツオや流木の神 々がお り,そ の

ほかさまざまな神 々が認識 されていた。 ところが,キ リス ト教への改宗 によって,そ

れ らの神 々 と決別 しなければな らなかった。 そこで,ま ず はじめに伝統的神 々に よっ

て課せ られた数 々のタブーを意図的に侵犯す るこ とが試み られた。具体的 には,タ ブ

ーの魚を たべ
,聖 地 にふみ こみ,月 経屋 をたた きこわす ことなどが 必要 であった。

1953年 に集団改宗が決せ られる と,た だ ちに伝統的神 々に対 する挑戦が実行 にうつ さ

れ,つ ぎつ ぎとタブーがやぶ られた。
           n

 しか し,老 人や宗教的職能者たちはタ ブーをやぶ ることに気乗 りが しな かった。か

れ らは幼い ときか らタブーを守 っていきて きたか らであ る。キ リス ト教にかわったか

らとい って,す ぐにタ ブーを放棄で きなか った。そ こで,若 い世代 が中心 にな って,

タ ブーへの挑戦 がな された。当時,3人 の首長の うち,1人 が若 い世代 にかわった と

ころであ ったので,そ の首長が改革の中心にな った。まず,は じめ になされたの は,

月 経屋 の破壊であ る。女 性の月経は もはや不浄 とはみなされな くな ったので,月 経屋

が不要 にな った。若者た ちは斧 をもって,月 経屋 の禁域 にふ みこみ,月 経屋をたた き

こわ した。つ いで,島 にあ った数 カ所の聖地に もふみ こんだ?》。 そのほか,各 種 のタ

7)サ タワル島の聖地には,3種 類ある。パ ンノキの神の聖地,カ ツオの神の聖地,嵐 鎮めの神

の聖地などであった。 これらの聖地は,秘 儀的知識の体系であるroongと 深い関わりがあり,

それらを修得した宗教的職能者のみが儀礼をおこなうために聖地にはいることがゆるされてい

た。それ以外の一般人の立ち入りは厳しいタブ0で あった[石 森 1985a]。
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ブーがやぶ られた。 キ リス ト教 をうけいれるにあた って,か れ ら自身に とっての踏絵

が必要で あった といえる8》。

 タ ブーをやぶ ったの ちの数 ヵ月間は,島 の人 々にとって不安な 日々であったにちが

いない。人 々がそれまで信 じてきた ところによれ ば,各 種のタ ブーが侵犯 されたか ら

には遅 かれ早かれ,な ん らかの危機(た とえば,「 病 い」や 「飢 え」や 「天災」 など)

が生 じるはずであ った。 しか し,幸 いに も大 きな危機 は発生 しなか った。 そこで,人

々はキ リス ト教の神で あるTeewusの 神 聖な力 が発揮 された とみな した9)。 それ によ

って,サ タワル島の人 々は伝統宗教をすてて,キ リス ト教 を うけいれることが可能 に

な った といえ る。

㎜.集 団改宗の諸要因

1.社 会 的 要 因

 (1)男 性 と伝統宗教

 キ リス ト教への改宗 は,宗 教 的要 因によってのみな され るので はな く,さ ま ざまな

要因が関与 してい る。 ここで,ま ずは じめにサタワル島における集団改宗の社会的要

因につ いて検討 す る。

 サ タワル島 におけるキ リス ト教受容のプ ロセスのなかで,ま ずは じめに明らかな こ

とは,男 性 よりも女性 の方 が先 に,神 父の教 えに関心を しめ した点である。それ には,

サ タ ワル島の伝統宗教 における男性優位性が深 く関わ っている。

 サ タ ワル島の伝統宗教 の 中核 をなすのは,700πgと よばれ る秘儀的知識 の体系であ

る。roongは,約40種 類 の個別 の知識体系 からな り,そ れ らはすべて特定 の伝統的な

神 々と関係 して いる[石 森 1985a,1987]。 た とえ ば,遠 洋航海,漁 携,農 耕,病 い

の治療,カ ヌーづ くり,占 い,嵐 鎮めな どに関す るroongが あ る。 これらのroongは

特定 の神が人間 にさず けた 「神授の知識」 とみな されてお り,特 定の宗教的職 能者の

みが しりうる独 占的な知識体系であ る。 そのた め,roongは 誰 にで もお しえてよい知

識ではな く,特 定の血 筋の親族 にのみ伝授 される べ き 「秘密の知識」であ る。roong

を修 得 した専 門家 は∫o'ω70πgとよばれ,各 種 の儀礼 を主宰する ことによって,サ タワ

8)サ タワル島における各種の タブーにつ いては,つ ぎを参照[秋 道 1981;石 森 1985a,

 1985b,1985c,1987;須 藤 1980,1984]。

9)Teewus, Ni丘yeereno, patereな どは,そ れぞれ 「神」,「地獄0,「 神父」を意味する外国語が

 借用されてサタワル語になったものである。

386



石森  サタワル島における集団改宗

ル島の伝統宗教における中心的存 在 として位置づ けられた。

 roongに は,「 大 きい知識」(roong temok)と 「小 さい知識」(roong mutik)と い う区

別 がある。前者は社会的 に重要 な知識体系であ り,後 者はそれ ほど重要 でない ものを

意味す る。 前者の うちで も,と くに 「遠洋航海」 と 「嵐鎮 め」 と 「数 占い」 に関す

るroongは,社 会的にもっとも重要 な知識体系 とみなされて お り,そ れ らを修得 した

SO'z�ongは 社 会的 に尊敬 の対象 にな っている。 ところが,そ れ らのSO'z�ongは,月

経の女性を厳 しく忌避iしな ければ な らない。 月経 の女性をみるの も,そ の声 を きく

のもいけない し,そ の持 ち物 にふれて もいけない。 その タブーが犯 された場合 には,

SO'ω70㎎ が もってい る神聖な呪力が効力 をう しな うだけでな く,他 のSO'ω70πgの 呪力

も台無 しになるといわれ る。その ような事態 が発生す ると,た だちにこれ らの三つの

roongを 修 得 した ∫0'zvrongが す べて あつめ られ,遠 洋航海のroongの 家 元(7乃 ゆ π)に

よって,清 浄儀礼がお こなわれ る10)。

 い ずれに して も,サ タワル島 におけ る伝統宗教 の中核をなす のは秘儀的知識の体系

としてのroongで あ り,「 病 い」や 「飢 え」 や 「天 災」や 「事故」な どの危機 の さいに

もちい られ,宗 教的職能者 と してのso' zvrongが 中心的役割 をはた していた。

 (2)女 性 とタ ブー

 サ タワル島の伝統宗教の 中核 をなすroongは 基 本 的に,.男 性のみが継 承 し,社 会的

にもちいることが許 されてい る。女性 はroongを まなんでso'ω γ0η9にな るこ とがで き

ない。そのため,女 性は主要な儀礼 のさいに排除 された。 と くに,月 経 の女性 は不浄

とされ,社 会的 に排除の対象 にな った。月経 の女性 には,数 多 くのタブーがかせ られ

てお り,月 経 がは じま るとただちに月経屋 にいき,ほ かの人 々か ら隔離 され る。月経

屋は,居 住区のはずれのNeeimwa'nika'tと よ ばれる特別 の区域 にたて られて お り,

月経女性 と産婦 およびその付添 いの女性以外 の立 ち入 りが厳 しく禁 じられて いる11)。

月 経女性 の場合 には,月 経 がおわ るまで,そ こで生活 しなければならな い。 その う

え,月 経 がおわ って月経屋 をでて 自宅 にもど ってか らも,ひ きつづ き,い くつかのタ

ブーをま もらね ばな らない。月経屋 をでて きた第一 日目は,別 火のタブーがあ り,家

10)遠 洋航海に関するroongに は2つ の流派があり,そ れぞれに一人だけrhapinと よばれる家元

 が存在 した。rkaQinは かつて700π9の 修得儀礼やそのほかの重要な儀礼を主宰す る中心 的な

 so'wrongで あ った。ちなみにrhapinの 原義は 「(木の)根 元」や 「……の基礎」の意である。

11)Neeimwa'nika'tは 直訳すると,「子どもの家のある所」の意である。つまり,Neeimwa'nika't

 の区域にはかつて月経屋だけでなく,産 屋もたてられていた。女性の陰部からの出血が不浄と

 みなされていたので,月 経のみならず,出 産のさいの出血も忌避されたのである。そのため,

 妊婦はNeeimwa'nika'tに い き,産 屋で子どもをうんだのち,約20日 間そこにとどまらねばな

 らなかった。
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族 の者 とはま った く別 の火で料理 しなけれ ばな らない。 そのほか,タ ロイモ田にい く

ことと特定の魚をた縛るこ ともタブ ーである。つ いで,第 二 日目と第三 日目にな ると,

別 火のタブーはな くなるが,そ の ほかのタブーは継続 され る。第四 日目か らはタロイ

モ 田にい って もよいが,魚 のタブーはまだあ と四 日間つづ く。つ ま り,月 経屋 をでて

か ら八 日間 がす ぎて,よ うや く普通の女 性に もどることがで きるのであ る。 このよう

な月経の女性 に関す るタブ ーがやぶ られたな らば,嵐 や長雨の原 因にな るといわれる。

 女 性はまた,月 経の ほかに も数多 くのタ ブーをまも らな ければな らない。 た とえば,

昭 和6年 か ら約7年 間にわた って,サ タワル島に滞在 し,数 多 くの民族誌 的記録 をの

こ した故土方久功氏は,女 性のタブーの0つ について,つ ぎのよ うに書 き記 している。

 「彼女 らは皆遠 くの方 か ら低 く地面に しゃがんで,腰 巻 をおさえおさえに じり寄 って

くる。 さらに遅 れて急 ぐ者はほ とん ど地を四這 いにな って くる。 この島では女 たちは

男 のまえではま っす ぐに立 って歩 いてはな らないか らで ある。それは,実 に不思議な

光景で,こ のよ うな集 まりの時,0団 の女た ちがいちように しゃがんで家鴨の ように

0足 一足 と身体の向 きを変え るように して歩 くところは,何 か大 きな芋虫で も這 って

いるような,人 間ばなれの した感をおこさせ る」[土 方 1974:51]。

 土 方氏 が記録 したのは,ク0勿 ω070と よ ばれるタブーであ る。 これは,人 の前で相

手 に対 して,腰 をまげた り,身 体をかがめて敬意 を表 さねばならな い行動 を意味 して

い る[須 藤 1980:1028-1032]。 と くに,女 性 は自分の ηω6㎎Pのα'ng(異 性 キ ョウダ

イ)に 対 して,こ の ような表敬行動を とらねばな らな い。mzvengeya'ngの カ テゴ リー

には,日 本で いうところの兄弟の ほかに,従 兄弟 や又従兄弟などもふ くまれ る。 その

ほか,女 性は自分の異性 キ ョウダイの食べ残 しをたべても,持 ち物に手 をふれて も,

寝 具類 にさわ ってもいけな い,と されて いる。また,女 性 は異性のキ ョウダ イに対 し

てつか ってはな らない言葉のタブーもあ る。 このよ うに,女 性は異性 のキ ョウダ イに

対 して数 々の立居振舞 に関す るタブーを課せ られていた12)。

 と ころが,カ トリック教会の神父は男女の平等 を説 き,男 尊女卑型 の社会的 タブー

は廃止 され るべ きことを主張 した。男性 はその ような説教をまった く無視 した が,女

性 は しだいに男女平等 を説 く,神 父の教 えに耳 を傾け るよ うにな った。

 (3)伝 統 宗教 における中心 と周縁

 月 経 の女性 が 社会的 に排除 の 対象 とな り隔離 さ れ るの は,宗 教的職能者 である

so'zvrongと の 接触 をさけるた めである。 このよ うな ∫0'ωro㎎ と月経 の女性の関係 は・

12)男 性 も,自 分の異性キョウダィに対して同様のタブーをまもらねばならないが,女 性の方が

 はるかに厳 しくタブーの遵守がもとめられた。
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サタ ワル島における特殊な属性 をもつ人間の対立 関係 を象徴 して いる。

 so't�ﾆ い う接頭語は,普 通人 とは異 な る特殊な技能 をもつ専 門家 に対 して もちい

られ・ しか も主 と して普通人よ り優れた技 能をもつ者 に限定 されて いる。 た とえば,

so'ω5σ勘(呪 薬の専門家), so'z�he'(マ ッサ ージの専 門家), SO'砂 膨(数 占いの専門

家),so'wyu'ru'u'r(日 和 見の専門家),50'ψ ω伽(竿 釣 りの専門家)な どであ る。つ

ま り,so'ω とい うカテゴ リーで徴づ け られた人間は,特 定 の分野で普通人 よりも優 れ

た能力 があ るとみ とめ られ,社 会的にプラスの評価 があたえ られて いるといえ る。 と

くに,so'r�ongの 場合 には,超 人 間的霊力を身につけている とみな されて おり,ま た

危機の さいに儀礼 を主宰す るので社会的 に尊敬 の対象 にな っている。

 そ れ に対 して,月 経 の女性はmanipeyita'keno'と よ ばれ, maanと い うカテゴ リーに

分類 され る。 そのほか,maanと い うカテゴ リーに分類 され る人間 には,つ ぎのよ う

な人 々がいる。た とえば,manisemzvaay(病 人), manimmang(精 神 異常者), manikan

(新 生 児),初 観 ψωoψωo(妊 婦),manima'(死 者)な どであ る。 maanと い う概念は

本来,多 義的で ある[秋 道 1981:73-75]。 第 一 に,maanは 「人間を含 めた動物の

総称」 であ り,こ の場合にはmiin(無 生 物)と 対立する。 第二 に, maanは 「人間以

外 の動物 の総称」であ り,こ の場合 にはyaremas(人 間)と 対立する。第三 に, maan

は 「特殊 な属性 を もった人聞」を意味する場合 がある。 そのさいには,maan+X(X

は そ の人間 の特殊な属性を意味す る語)と い う形で表現 され る。た とえば,月 経の女

性はmaan+peyita'keno'(月 経)と 表現 され るわ けであ る。 この ように, maanの カ テ

ゴ リーの人間は,yaremas(人 間)で あるにもかかわ らず, maan(動 物)と 同 じカテ

ゴ リーで とらえ られてお り,そ うい う意味において両義性をになって いるといえる。

いずれ にして も,maanの カ テゴ リーで徴づけ られた人間は,普 通人 と異 な る特殊 な

属性を もつ とみなされており,し かも病人や精神異常者 な どのように,な にかが損 な

われた特殊 な人間に限定 されている。 換言 するな らば,maanと い うカテ ゴ リーの人

間は,社 会的 にマイナスの評価 があたえ られて いるといえ る。 と くに,月 経 の女性の

場合 には,maanの カ テゴ リーの人間のなかで,も っともマ イナスの評価 を うけてお

り,居 住 区か ら排除 され る対象 にな っている。

 と ころが,社 会 的にもっともプラスの評価 をうけるSO'ω70π9は,マ イナスの評価

を うける月経 の女性を忌避 しなければな らない。 これを 「中心」 と 「周縁」の概念で

解釈す ると,興 味深 い点が うかびあがる。so'zvrongは,危 機 の克服 にお いて中心的

役割 をはた してお り,ま た社会的にもっともプ ラスの評価 を うけて いるので,サ タ ワ

ル社会の 「中心」 に位 置す る存在 とみなせる。 それ に対 して,月 経 の女性は,危 機 の
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原因にな りやす いために社会的 に排 除され,も っともマ イナスの評価 をうけているの

で,サ タ ワル 社会 の 「周縁 」 に位置 づ けられた 存在 といえ る。 ところが,SO'z�ong

は月 経の女性を きび しく忌避 しなければな らず,も しもなん らかの関わ りを もったな

らば呪力 を失な うといわれる。つま り,「中心」(SO'zvrong)は つね に,「 周縁」(月 経の

女)に よって脅 かされてい るのである。SO'z�ongは 秘密 の知識 を独 占 し,根 源的な

力を秘 めた女性を 「周縁 」にお しやることによって 「中心 」に位 置す るが,そ の一方

でつねに 「周縁 」 に脅か され るとい う,「 中心」 と 「周縁 」の弁証法 的関係 が生 じて

いる。

 伝 統宗教の 中心 に位置づけ られ るSO'ω70πgは また,社 会的 にもっとも恐 れ られ る存

在 で もある。秘儀的知識の体系であるrooπgは 危機克服 において重要な役割 をはたす

が,そ の0方 でroongは ま た,人 々に 「病い」や 「死」な どの不幸 をもた らす邪術 と

しての要素 も色濃 くふ くんでいる。 そのため,人 々はSO'ω70ηgに よって邪術をかけ ら

れ ることを恐 れたのであ る。 しか し,キ リス ト教 に改宗す ることによ って,キ リス ト

教 の神で あるTeewusが 人 々を邪術か らまもって くれ ると信 じられたため, so'z�ong

に対 す る恐れか ら解放 される ことになった。 その ような社会的要因 もまた,改 宗 にお

いて重要な役割をはた したといえる。

2. 政 治 的 要 因

 (1)ヤ ツプ帝 国

 サ タワル島で は,女 性 の方がいち早 くキ リス ト教 に興 味を しめ した のに対 して,男

性 は当初,カ トリック教 会の神 父の説教をま った く無視 した。 ところが,最 終的 に男

性 もふ くめて,島 をあげて集 団改宗 にふみ きった背景 には,政 治的要因が重要な役割

をはた してい る。

 集 団改宗 にいた った政治的要因を理解するためには,サ タワル島 をふ くめたヤ ップ

島の離島 にお ける政治的状況 の把握 が必要で ある。 これ らの離島の島 々はかつて,ヤ

ップ島 ガギル(Gagil)管 区 のガチ ャパル(Gachpar)村 お よびオネヤ ン(Wanyan)村

に政治的 ・経済的 ・宗教 的に従属 し,そ れ らの両村 を頂点 とす る政治的 ヒエラル キー

にもとつ く朝 貢関係 を保持 していた。Lessaは,こ のような政 治形態 をいささか大袈

裟 に 「ヤ ップ帝国」(Yap Empire)と 命 名 している[LEssA l950:42]。 ヤ ップ島の

東方 の島々は数年 に一度,か な らず各種 の貢物をヤ ップ島の大首 長 にとどけて,友 好

関係を維持 しよう とした。 この ような朝貢関係 は ∫αω認 とよばれてお り,ヤ ップ島を

頂点 とする政 治的 ヒエラル キーを確認するためのものであ った。ヤ ップ島が最高位で
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図1 ヤップ島の離島における政治的従属関係

   (牛島[1987:303】 の原図をもとに作成)

あ り,そ れか ら東方 にい くに したが って下位 に従属 して い く(図1参 照)。 このよ う

な政 治的 ヒエ ラルキーからす ると,ウ リシー環礁はヤ ップ島についで,第 二位の政治

的地位 にあ り,し かも離島 のなかでは最高位 を占めて いる。そのため,ウ リシー環礁

の首 長は,離 島全体 をとり しきる立場 にあ った。それ に対 して,か な り東方のサタワ

ル島はは るかに低 い政治的地位 にあった13)。 要 す るに,離 島 の うちで 最高位の 島か

ら助祭が派遣 され,下 位 にあるサタワル島は政治的圧力の もとで,改 宗 を検討させ ら

れたのであ る。

 この ようなヤ ップ島の離島 における政治 的従属関係 の うちで,サ タワル島の集 団改

宗 に,と くに重要な影響をあたえたの は,つ ぎの2点 で ある。一つ は,サ タワル 島と

ウリシー環礁 との関係,も う一 つはサタワル島 と西隣 りの ラモ トレック環礁 との関係

であ る。

 ま ずは じめに,サ タ ワル島 とウリシー環礁 との政治 的従属関係 をみてみる。すで に

のべたよ うに,ウ リシー環 礁は,い わ ゆる 「ヤ ップ帝国」 における第2位 の地位 を し

め,さ らに離島 において最高位 の政治的地位 を もって君臨す る。 「ヤ ップ帝 国」 にお

いては,ヤ ップ島か ら東 方にい くに したが って,政 治 的に劣位 におかれ る。 そのた め,

かつては東方 の離島の島々は定期 的に貢納物を もって大 きな船団をな してヤ ップ島 に

朝貢 にむか った。その さいに,か な らず ウ リシー環礁 のモグモグ(Mogmo9)島 に享

寄 り,離 島の大首長に対 して,各 種の貢納 物をさ しだ したの ち,ウ リシー環礁の代表

を先頭にヤ ップ島のガチ ャパル村 およびオネヤ ン村 にむか った。 このよ うに,ウ リシ

ー環礁 はヤ ップ島 と離島の各島の仲介役である とともに
,政 治的 に離島に君臨 した。

13)sawaiと よばれるヤップ島の離島における政治的 ・経済的 ・宗教的関係については,牛 島が

 詳細に分析している[牛 島 1987]。 また,ア メリカの人類学者による研究としては,つ ぎを

 参照[ALKIRE l980;LEssA l950]。
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 この ような 「ヤ ップ帝 国」 とよばれ る政治的な従属関係 がキ リス ト教への改宗 には

た した役割 をみ ると,0つ の明確な事実が うかびあが る。それは,政 治的地位 の上位

の島か ら順番 に,キ リス ト教 への改宗 がな された点で ある。 ヤ ップ島では,1886年 か

ら本格的 な布教 がは じまり,19世 紀 末 には,か な りの人 々がキ リス ト教 に改宗 して い

た。 離 島 で 最上位の政治的地位 にあるウ リシー環礁で は,ほ かの島 々に先駆 けて,

1930年 代 か ら改宗が は じまった。 そのの ち,1950年 代 にな ってか ら,ウ リシー環礁の

東方の政 治的に下位の島 々において,キ リス ト教 への改宗がお こなわれた。 そのさい

に,ウ リシ0環 礁の指導 の もとに,先 にキ リス ト教 に改宗 した政治的上位の島 が,近

隣の政治的下位 の島 における改宗 に圧力をかけている点 が注 目され る。サタワル島の

場合 には,1953年 に,ラ モ トレック環礁 における集 団改宗を指導 した ウ リシー環礁 の

2人 の助祭 が,ひ きつづいてサタワル島をお とずれ,集 団改宗を指導 した。約2カ 月

間,サ タワル島 に滞在 して,説 教 をおこない,最 終的 に集団改宗 にみ ちびいた。 その

さいに,す でに改宗 して いた ラモ トレック環礁の人々が同行 した といわれている。太

平洋戦争後 におけるアメ リカ海軍従軍神父 による布教 にはほとん ど関心を しめさなか

ったサタワル島の首長 と男性た ちは,政 治的に上位のウ リシー環礁 か ら派遣 されて き

た2入 の助祭 を無視す ることがで きず,ま た近隣で政治的に上位の ラモ トレック環礁

がすで に集団改宗 をおこな った とい う事実 をつ きつけ られて,真 剣 に討議をか さねた

結果,1953年 に 島をあげてのカ トリック教会への集団改宗 を決定 した。

 (2)政 治 的優位性 とキ リス ト教

 ウ リシー環礁 との関係 とともに,ラ モ トレック環礁 との政治的従属 関係 もまた,サ

タワル島 におけ る集 団改宗 に大 きな影響 をあたえた。サタワル島 とラモ トレック環礁

およびその近 隣…のエ ラー ト(Elato)環 礁 は, ha(「 釣 り針」 の意)と よばれ る政治的

従属関係 を構成す る[牛 島 1987:283-286]。 これ らの3島 の うちで,ラ モ トレック

環礁 は 「首長の島」 とみなされ,サ タ ワル島 とエラー ト環礁 はそれ に従属す る。それ

は しば しば,ア ウ トリッガ ・カヌーに例え られることが多い。 ラモ トレック環礁は カ

ヌーの本体,サ タワル島はアウ トリッガ部分 の浮木,エ ラー ト環礁はアウ トリッガの

反対側 の荷台 を象徴する。 「主島」 の ラモ トレック環礁を 中心 に,3島 で1隻 の カヌ

ーを構成す るわ けであ る
。 そ して,「 属 島」 のサタ ワル島 とエラー ト環礁は,毎 年2

回,定 期的 に 「主島」の ラモ トレック環礁へ貢納物を とどけねばな らな い。貢納物は,

主 として ココヤ シの実やmaarと よばれ るパ ンノキの実の保存食な どであった。 それ

に対 して,ラ モ トレック環 礁の首長は 自らが管理権を有す る無人島 およびその周辺の

サ ンゴ礁 を「属 島」 の住民が使用するこ とを みとめる とともに,「 属島」 が台風な どの
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被害 を うけ食料危 機に陥 った ときには援助物資を お くる。

 このよ うな島嗅問の政治的従属関係 が,サ タワル島におけるキ リス ト教への集団改

宗 にあたえた影響 と して,ま ずは じめに 「主 島」 のラモ トレ ック環礁 がサタワル島 に

先立 って集 団改宗 をお こな った点 が指摘 で きる。 ラモ トレック環礁 では,太 平洋戦争

前の 日本統治時代 に外国人神父 が島 に滞在 していたといわれてお り,ま た戦後 におけ

るアメ リカ海軍従軍神 父による布教活動 によ って,1950年 頃 には少 な くとも25人 ほど

の島人 がキ リス ト教 に改宗 していた といわれている[ALKIRE 1965:166]。 そ のた め,

ラモ トレック環礁を訪問 したサタワル島の人 々の うち,数 人が ラモ トレック環礁で外

国人神父の説教を きいている。最終的に,1953年 にな って,ラ モ トレック環礁におい

て カ トリック教会への集団改宗が決定 されたが,そ のさいにウ リシー環 礁か ら派遣 さ

れて きた2人 の助祭 が大 きな役割をはた した。 ラモ トレック環礁 におけ る集団改宗に

ひ きつづ いて,ウ リシー環礁の助祭 がラモ トレック環礁 の島人 とともにサタ ワル島を

お とずれ,サ タ ワル島における集団改宗 を指導 した。近隣…の 「主島」であ るラモ トレ

ック環礁が集団改宗 を決行 した とい う事実が,サ タ ワル島の人 々にあたえた影響 はは

か りしれな い ものがあ った。

 こ こで,サ タワル島 内の政治的関係を とりあげ ると,島 外 における場合 とまった く

同様 の現象 がみ られる。サタワル島には,8つ のclan(ya'yinang)が あ るが,そ の う

ち3つ のclanは 「首長clan」 で あ り,残 りの5つ は 「平民clan」 で あ る。 キ リス

ト教へ の改宗 のさいに,「 首長clan」 の 人 々 は 「平民clan」 に 先 が けてキ リス ト教

受容 に傾 き,「 平民clan」 の 人々を説得 した といわれる。 島外 においても,政 治的 に

上位 にある島が下位 の島を指導 したように,島 内 に おいて も政治的 に上位のclanが

下 位 のclanを 説 得 したわけである。島外 におけるの と同様 に,島 内において も政治

的優位性 とキ リス ト教 との関連性が顕著 とい え る。 「首長clan」 が 「平民clan」 に

先 がけて改宗 に傾 いたのは,か れ らの方 が近隣…の島 々と,clanの 系 譜 の点でよ り親

密 な関係 にあるためであ る。 サタ ワル島の 「首長clan」 の祖先 は,西 隣…の ラモ トレ

ック環礁 か ら移住 して きた といわれているのに対 して,「 平 民clan」 は 東 方か ら移

住 して きたclanで あ り,政 治的に服従 を しいられた といわれている[須 藤 1984:

223]。

 いずれに して も,サ タワル島の女性た ちのあいだでは,す でにキ リス ト教を うけい

れ る下地がで きて いた ところに,タ イ ミングよ く政治的圧力がかか り,男 性 たちは熟

慮 の末,集 団改宗を決意 したので ある。 サタワル島をとりま く他 島 との政治 的従属関

係 がキ リス ト教への集団改宗 に多大の影響 をあたえたといえ る。        、
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3. 宗 教 的 要 因

 (1)タ ブ ーと神 々

 サ タ ワル島における集団改宗 の要因 と して,こ れまで社会的要 因 と政治的要因につ

いてみて きた。社会的要因 として は,男 女の平等 を説 くキ リス トの教えが,社 会的 に

差別 されていた女性 にうけいれやすか った ことであ る。そ して,政 治的要因 としては,

政 治的地位 の高 い島か らの圧力 が男性た ちに集団改宗にふみ きらせ る弾みにな ったこ

とである。 しか し,こ のよ うな社会的 ・政治的要因 によってのみ,集 団改宗 が可 能に

な ったので はない。宗教 的要 因 ももちろん,深 く関与 している。

 そ のうちで もっとも重要な要因は,伝 統的な神 々に対す る 「恐れ」であ った。故土

方久功氏は,「 島の人 々が神 々を きわめて恐れている」 とのべたのちに,つ ぎのよう

にか きしる して いる。r人 々の信仰で もっとも注意すべ きは この狂信 と恐れである。

その恐 れはほとん ど絶対 的な もので,積 極的な信仰,す なわ ち幸福,幸 運を祈 るとい

うことよ りも,彼 らにとって は この恐れを除 くということが第一願 目なのである。だ

か ら神話 などに物語 られ る祖先神 とか理想神とかの多 くの善神 たちは ほとん ど顧み ら

れないで,こ の恐れの対象である ところの もののみ が関心 を もたれるのである」[土

方1974:326]。        '

 か つ てのサタワル島の人々は,さ まざまな伝統的神 々(yanu')と と もにい きていた。

それ らのyanu'は 大 別す ると,2種 類 にわけられる。一つ は,人 間に幸いをもたらす

善 神 としてのyanu fir(「 神」・「善 い」の意)で あ り,も う一 つ は人間に災 いをもた

らす悪神 と してのyanu'pz�t(「 神 」・「悪 い」の意)で あ る。 しか しなが ら,ク αηπア7

と いえ ども,つ ねに人間 に対 して寛容 か というと,決 して そ うではない。 たとえば,

パ ンノキの神 であるYanu'nu'ma'a'y(「 神 」・「ノ¥ｰンノキ」の 意)は,人 間 にパ ンノ

キの実を もた らす善神で あるが,人 間がパ ンノキに関す るタブーをやぶ った場合 には,

そ の人間 に対 して天罰 と して病いをひきおこす こともある。そ うい う意味で,サ タワ

ル島のyanu'は 両 義性を有 していたといえ る。

 島 の人 々が,各 種のyanu'を 恐 れたのは,そ れ らが 「病 い」 や 「飢え」や 「天災」

や 「事故」な どの各種の危機をひ きお こす とみな されていたか らであ る[石 森1985a,

1985b]。 そ のために,サ タワル島の社会生活 において,人 々は数多 くのタ ブーをま

も らね ばな らなか った。衣食住 に関するタブーをは じめと して,時 間や空間 に関する

タ ブー,仕 事 に関す るタ ブー,セ ックス に関するタブー,月 経 や出産 に関す るタブー,

死 に関す るタブー,病 気 に関するタブー,言 葉 に関す るタ ブー,立 居 振舞 に関す るタ

ブー,火 に関す るタブーな ど,あ りとあらゆ るタブーがあ り,人 間の行動 を規制 して

394



石森 サタワル島における集団改宗

いた。yanu'に 対 する恐れのために,人 々はタブ ーをま もったので ある。

 キ リス ト教 に改宗以前 の段階において,島 の人 々は数 多 くの神 々 とタブーの体系 を

遵守 しなが ら社会生活 をお くらねばな らなか った。 ところが,カ トリック教会 の神父

は,唯0絶 対神 であるTeewusを 信 じるな らば,他 のすべて の伝統的な神 々を信 じる

必要がな い と説 いた。 また,Teewusは 人 間に とって,つ ね に善な る神 であ り,い っ

さいのタブーが不要 と説 いた。

 しか し,恐 ろ しいyanu'た ち と決別 し,新 しい神で あるTeeWusの 力 を信 じるには,

大 いなる決断を必要 とした。伝統的な神 々によって人間 に課せ られた各種のタブーを

遵守 しな けれ ば,か な らず天罰が くだ り,病 いや飢えな どの危機 が生 じると信 じられ

ていた からであ る。 そのため,伝 統的な神 々か らキ リス ト教 の神で あるTeeWusに の

りかえ るにあた って,人 々は悩 み苦 しん だはずであ る。そのさいに,す でにキ リス ト

教 に改宗 していたウ リシー環礁 やラモ トレック環礁 の人 々の説得が重要な役割をはた

した。伝統的な神 々をすて,各 種のタブーを遵守 しな くて も,病 いや飢えな どの危 機

が発生 しない とい うことを,ウ リシー環礁 か ら派遣 されて きた2人 の助祭 が くりかえ

し説得 した。最終的 に,集 団改宗 が決断 され る とともに,各 種のタ ブーが意図的 に侵

犯 された。月経屋 が破壊 され,聖 地 が侵犯 され,タ ブ ーの食物が食 された。 しか し,

危 機発生 の危険性 のなかで,幸 いにも病いや飢 えなどが発生 しなか った。 それ によっ

て,Teewusの 神 聖な力が証明されたといえる。

 ② 危 機 対応 の多元性

 キ リス ト教 改宗以前 には,病 いや飢 えな どの各 種の危機 が,さ まざまなyanu'に よ

って ひきお こされるとみな されていた。そ して,危 機 が発生す る と,危 機原因 にな っ

ているyanu'を 類 推す るた めに占いをおこな ったの ちに,各 種の秘儀的知識の体系で

あ るroongを もちいて,危 機克服がはか られた。 そのさいに,宗 教的職能者であ る

so'ωγoηgが各種 の儀礼を主宰 し,中 心的役割 をはた した。

 病 いや飢 えな どの危機 にか ぎらず,カ ヌーづ くりや遠洋航海 やタロイモ農耕な どを

は じめとして,人 間 がお こな う主要な活動 にはつね にyanu'が 関 与 してい ると信 じら

れて いたので,∫0'ω70πg抜 きには何事 もな されなか った。そのため,∫0'z�ongは 社 会

的に重要 な役割 をはたす ことがで きた。 しか し,γooπ9の 修得 には長 い年月 と多大 の

謝礼 を必要 とした。 また,so'zurongは 基本 的 に男性 しかなれず,女 性 は主要 な儀礼

のさいには排除 され,宗 教 面で の男性優位が顕著で あ った。

 と ころが,カ トリック教会の神父 はroongを 否 定 し,病 いや飢 えな どの危機 は悪魔

であ るSa'a'tanに よ ってひ きおこされ るので, Teewusに 祈 りをささげることによ
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って,か な らず救われ ると説いた。Sa'a'tanは,悪 神 や悪霊や悪魔な ど,各 種の災い

を もた らす超人聞的存在を包括 的に意味す る概念であ る。 この考え にしたが うな らば,

もはやSO'r�ongに 依 頼 して各種 の儀礼をおこな って,危 機克服をはか らな くて も,

キ リス ト教会 にでむ いて,各 自がTeewusに 祈 りをささげれば事足 りる。 従来のよ

うな各種 のroongを も ちいての多元的な危機対応 に対 して,キ リス ト教を信 じること

によって危機対応の一元化がなされるわけである。つま り,キ リス ト教 への改宗 によ

って,危 機対応の合理化が実現で きるわけである[石 森 1985a]。

IV.集 団改宗 に ともな う文化変化

1. 多神 論 か ら一神 論へ

 サ タ ワル島 におけ るキ リス ト教 への集団改宗 にともな って,さ まざまな社会 的 ・文

化的変化が生 じた。 そのなかで まずは じめに指摘 しなければならないのは,「 多神 論

の世界」か ら 「一神論の世界」へ の移行 にともな う変化である。改宗以前 のサタワル

島において は,yanu'と 総称 され る超人間 的存在 もし くは超 自然的存在 を抜 きに して

人間の生活は成 り立たなか った。 キ リス ト教 に改宗 した ことによって,Teewusが 唯

0絶 対神 と して信仰 され ることにな り
,yanu'の 存 在が否定 された。 かつての伝統的

神 々は善神(yanu fir)と い えども,人 間がタブーを順 守 しない場合 には,タ ブーを犯

した人間 に病 いをひ きお こすこともあ りうる両義的存在であ った。 しか し,キ リス ト

教の神であ るTeewusは つ ねに善な る神 であった。一方,人 間 に災いを もた らす悪神

・悪霊(ノ απゆ ω〃彦)は,Sa,a, tanと みな された。

 キ リス ト教の神で あるTeewusは,サ タワル島の人 々に とって,ま った く薪 しい神

である。 しか し,島 の人 々は,Nuka'yina'ng(「 中央」・「天」の意)と よばれ る伝

統的な神 をTeewusと して理解 しようと した。 Nuka'yina'ngは 天 上世界 にすむ,い

わば 「天御中主神 」 といえる存在で ある。神話でかた られるだけで,日 常生活 には ほ

とんど登場 しな い神 であ るが,最 高神 と しての性格を もつために,Teewusと 同0視

されたのである。また,0部 の人々は,伝 統的な神であ るYanu'nap(「 神」・「大 きい」

の意)をTeewusと して理解 しよ うとした。 Yallu'rlapは,天 上世界にす む,い わ ば

「大御神」 といえ る存在であ り,神 話 による とNuka'yina'ngの 父 親 といわれ る最高

神 である。 その場合 には,Nuka'yina'ngが イ エス ・キ リス ト(Yeesus Kirhistu's)

とみな された。 しか し,サ タ ワル島には,カ トリック教会の神父 が常駐 していな いの

で,神 学教育が十分 にな されていないために,島 のすべての人々に共有 され るほど明
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確な キ リス ト教神学は存在 しな い。 いずれに して も,サ タワル島の人々は,新 しい神

であるTeeWusを,伝 統的な神 々との関わりで理解 しようとこころみた ので ある。

0神 教への移行 によ って伝統的神 々が否定 されたのに ともな って
,各 種のタブーが

廃止 された。 タブーは伝統 的神 々によって人間 に課せ られた聖な る規範 とされ,そ れ

らを侵犯すれば病 いや飢えなどの危機が生 じるという,恐 れのた めに社会統制 力を も

ちえた。 しか し,伝 統的な神 々の存在 が否定 され,悪 神 ・悪霊(yanu'pwut)に 対 す る

恐 れがな くな った ことによって,各 種のタブーが放棄 されることにな った。

2. 天国と地獄 の観念

 キ リス ト教 への改宗で生 じたコスモロジーの変化で,も う0つ 注 目すべ きことは,

「天国」 と 「地獄」の観念 である。島の人々はかつて3つ の世界 を認識 していた。 そ

れ らは,ω ゆ πα'πg(「上 」・「天」)と よ ばれ る 「天 上世界」,ω ゆ50'o'n(「 上」・ 「地

面)」 も し くはfa'a'yina'ng(「 下」・「天」)と よ ばれ る 「地 上世 界」, fa'a'yino'nn

(「下」・「海 中」)と よばれる 「海底下世界」な どである。 キ リス ト教改宗後 に は,

「天国」や 「地獄」 とい う観念 が導入 される とともに,前 者が 「天上世界」 とむすび

つけ られ,後 者 が 「海底下世 界」 とむ すびつけ られた。

 「天国」 については,キ リス ト教へ の改宗以前か ら伝統的に観念 されて いた。人間の

霊魂 は,死 後4日 間,地 上世界 に とどまったのちに,天 上世界 にカヌーでのぼ って い

く。天上世界に も,地 上世界 と同 じように島 と海 があるが,死 者の霊魂はFatu'manu

とよ ばれ る島にい き,そ こで暮す といわれている。 その島では,仕 事 を しな くて も食

物が簡単 に手にはい り,ま た生 のままたべ られるので料理が不要で ある。そ うい う意

味で,「 天国」 と観念 されて いた といえ る。ただ し,す べての死者の霊魂がFatu'manu

には いれるのではな く,生 前にタブーを数多 く犯 した人間の霊魂 は 「天国」の番人で

ある特定の神 によ って追 い返 される。 その場合 には,そ の霊魂 はふたたび地上世界 に

まい もどって,人 間 に病 いや飢えなどの災 いを もた らす悪霊(ク 伽ゆ ω〃⇒ にな るとい

われる。 この ようなFatu'manuに 象 徴 され る 「天国」の観念 が,キ リス ト教改宗以

前か ら認識 されていたた めに,キ リス ト教が もた らした 「天国」 の観念 はうけいれや

すか ったといえ る。

 そ れ に対 して,「 地獄」の観念 は,キ リス ト教 によって新た に導 入された ものであ

る。現在,島 の人々は2種 類の 「地獄 」を観念 している。0つ は,7Vifiyeerenoと よ

ばれ るもので あ り,も う一つは,Purugatorioと よばれるものである。前者は,激 し

く燃 えさか る焔 に象徴 され る紅 蓮地獄 であり,後 者 は,よ り小 さい烙の地獄 といわれ
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る。これ らは ともに,ス ペイン語か らの借 用語で あ り,前 者はinfierno,後 者 はpur-

gatonoに 由来す る。 キ リス ト教神学で は, infiernoは 「地獄」で あ り, purgatorio

は 「煉獄」 とされ,明 確 に区別 されている[ル ・ゴッフ 1988】 。 「地獄」は 「天国」

と対比 され,生 前 に罪 をおか した悪人の霊魂が死後 にい くところで あるの に対 して,

「天国」 は善をな した人間 の霊魂がい くところとされている。「天国」 と 「地獄」 に対

して,「 煉獄」はそれ らの中間 に位置づ け られ てお り,そ れほ どの善 もな さず,ま た

それほどの悪 もな さなか った人間の霊魂 のい くところとされている。サタ ワル島の人

々は,「 地獄」 と 「天国」の違 いを,人 間 が生前 に犯 した 「罪」の大小 に対応 させて

いる。 キ リス ト教 によ って導入 された 「罪」の観念 は,ttipisと よ ばれ,つ ぎのよ う

な ものが該 当す る。た とえば,殺 人,暴 行,窃 盗,詐 欺,姦 淫,食 欲な どか ら,教 会

にいかないこ と,他 者に物をあたえない こと,日 曜 日に仕事 をす ることなどが,ttipis

と観念 されている。 これ らの 「罪」 を犯 した人間の霊魂 は,そ の 「罪」の大小 に応 じ

て,死 後 に2つ の地獄 の どちらかにお くられる。 よ り多 くの大 きな 「罪」を犯 した人

間 の霊魂 はNifiyeerenoに い き,小 さな 「罪」 を数多 く犯 した人間の霊魂 はPurug-

atorioに い くといわれる。

 キ リス ト教 改宗以前 には,各 種のタブ ーや伝統 的神 々に対す る 「恐れ」 が,社 会統

制の役割 をはた して きたの に対 して,改 宗後 には,「 罪」 と 「地獄」 の観念 が導 入 さ

れ,社 会統制 において重要 な役割をはたすよ うにな った。 しか し,タ ブーの侵犯 によ

って生 じるとみなされた病 いや飢えな どの危機 は現世的な天罰で あったの に対 して,

「罪」 や 「地獄」の観念 は来世的な天罰 であ り,日 常生活における社会統制力 は弱 い

よ うで ある。かつての伝統 的神 々に対す る恐 れに もとつ くタブーの体系の方 が,よ り

強力な社 会統制力を もちえた といえ る。

 葬 送 のあり方 もまた,キ リス ト教 への改宗 によ って,大 きな変化を こうむ った。 サ

タ ワル島で は,か つて2種 類の葬送 のや り方 があった。 それは,「 悪 い死」 とい う観

念 とむすびつ いて いた。 「悪い死 」 とは,事 故死,自 殺死,他 殺死,死 産,出 産死,

2才 未満 の子 どもの死,長 患いの後の病死な どである。 「悪い死」で亡 くな った死者

の霊魂 は天上世界にはいることがで きずに,悪 霊(ノ α朋ψω④ とな り,地 上世界 にま

い もどって人間に災 いをもた らす存在 にな る。そのため,か つては 「悪 い死」による

死者 はかな らず,海 で 「水葬」 にされた。 島の西方の一定の海域 に,石 な どを くくり

つ けた死者を しずめて,「 海底下世界」 にお くりこもうと した。 それ によって,「 地上

世界」 に舞い もどらないように封 じ込 めよ うと したのである。 キ リス ト教 によって導

入 された 「地獄」を 「海底下世界」 と観念す るのは,「 悪 い死 」 による死者を水葬 に
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よって 「海底下世界」にi葬る伝統的観念 と関連するのかもしれない。

3. 秘儀的知識の喪失

 キ リス ト教を受容 した ことによって,伝 統的神 々が否定 され牟ので,そ れに ともな

って秘儀的知識体系 である約40種 類のroongも また社会的 にもちい られな くな った。

roongは,人 間 が特定の伝統的神 々の助力 を得 ようとす るさいに もちいられ る秘儀的

知識であ ったが,キ リス ト教 に改宗後は不要 にな った。

 か つては病いや飢 えな どの危機 にさい して,roongを 修 得 した ∫0'ω70πgが儀 礼 を

おこない,危 機克服 に貢献 した。 しか し,カ トリック教 会の神父は ∫o'ωroπgが儀礼

をお こな うこ とを厳 しく戒めた。 と くに,呪 文 をもちいる ことは厳禁 とされた。なぜ

な らば,呪 文 は伝統的な神 々 とコ ミュニケーシ ョンをはかるた めの手段であ り,唯0

絶 対神を信 じるキ リス ト者 には不要 とみなされ厳禁 されたのである。 かつては危 機の

種類 に応 じて,約40種 類 の秘儀 的知識の体系が活用され,危 機対応のあ り方 が多元化

されていた。 しか し,そ れ らが否定 されたことによって,危 機 にさい して もただ単 に

キ リス ト教会 にでかけて,各 自がTeeWusに 祈 りをささげることによって,神 の加護

をうけられ るよ うになった。 つま り,キ リス ト教 の受容 によって,「 危機対応の一元

化」がはかられ,「 危機対応の合理化」 がすす め られた といえる。

 秘 儀的知識の体系 としてのroongは か つて,病 いや飢えな どの危機克服 にさい して

重要 な役割 をはた したが,太 平洋戦争後 におけ る近代化のなかで,危 機のあ り方 が大

きく変化 した点 も見 逃せな い。た とえ ば,戦 後 において,サ タ ワル島 にも小 さな診療

所 が設立 され,近 代医学 の初歩をまなんだ衛生夫 も しくは保健夫 が常駐 して いる。 ま

た,ヤ ップ島 には近代 的病院がある し,2か 月 に0度 の割合で離島をめ ぐる連絡船 に

は,か な らず医者 が 同行 しており,巡 回医療をお こな っている。 かつてのように,

roongに 頼 らな くて も,近 代医学によって 「病 い」 の 治療 がお こな われ るようにな っ

た。そ して,台 風 などの被害によって 「飢え」が生 じた場合には,た だちに連絡船 に

よって救援物 資が とどけられるようにな った。 近代化 がすすむにつれて,roongに た

よる ことな く危機 の克服が可能にな った といえ る。 つま り,「 危機対応の世俗化」 が

はか られつつ あるといえ る。

 キ リス ト教 に改宗 したこ とによ って,roongは 社 会的に もちい られな くな ったが,

γ00η9のすべてが消 え去 ったわけではない。 秘儀的知識の体系 としてのroongは,さ

まざまな知識 を内包 している。 たとえば,特 定の伝統的神 々に関する神話や呪文,各

種の儀礼 のや り方,呪 薬の作 り方,カ ヌーづ くりをは じめ とす る各 種の技術など,言
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語的知識な らびに非言語的知識を内包す る。 伝統 的神 々と直 接関わる知識内容 である

神話や呪文な どは,カ トリック教会の神父 によって否定 されたが,カ ヌーづ くりなど

の技術 に関す る知識 内容 は,改 宗後 もひ きつづ き社 会的 にもちい られた。 それ らの技

術 を列挙す ると,つ ぎの とお りで ある。 カヌーづ くり,航 海術,数 占い,転 覆 カヌー

の復元,護 身術,カ ヌー庫 の修 理などである。 これ らの技術 は本来,roongの 一 部を

構成 し,そ れを もちいるさいにはかな らず儀礼をお こな うことが不可欠で あ った。た

とえ ば,カ ヌーづ くりをおこな うさいには,カ ヌーづ くりを司 る伝統的な神 の助力を

必要 とす るので,パ ンノキの切 り出 しか らは じま って,各 工程で儀 礼をい となみ,呪

文 をとなえね ばな らなか った。航海術の場合 にも,島 をでて か ら島 にかえ って くるま

での あいだ に,航 海 の神で あるYanu'nu'wa'yi(「 神」・「遠 洋航海」)の 加護 を必要 と

したので,各 種の儀礼 をお こない,呪 文 をとなえる ことが必要であ った。 ところが,

キ リス ト教 に改宗 した ことによって,儀 礼 がおこなわれな くな り,神 事抜 きで技術の

みが生 き残 った といえ る。

 roongは かつて,危 機克服においてもっとも重要な役割 をはた して いたが,そ の0

方 で,700πgは また,「 病 い」 や 「飢 え」などの災 いを うみだす邪術 と しての 要素 も

ふ くんで いたために,人 々に畏怖 された。 そのよ うな意味において,roongは 人 間 に

幸いをもた らすだ けでな く,災 いをもた らしかねない という,両 義的な属性 を もつ知

識体系 であ った。 ところが,キ リス ト教 の受容 によって,邪 術 と してのroongと い う,

反 社会的な側面 もあわせて否定 される結果 とな った。

4. 社会関係の変化

 キ リス ト教 受容 にともな って社会関係の面で もさまざまな変化 が生 じた。 そのなか

で もっとも注 目すべ き点は,男 女 関係の変化であ る。それは,月 経屋の廃止 に象徴的

に しめされて いる。月経 中の女性 は不浄 とみな され,社 会的 に特別 区域 に隔離されて

いたが,改 宗 にともな って月経屋 の制度が廃止 された。 それ とともに,月 経終了後の

各 種のタブーも廃止 された。月経屋 の制度を必要 と したのは,既 述の とお り,秘 儀的

知識の専門家であ るso' z�ongが 月 経の女性 を不浄 として厳 しく忌避 したためで ある。

しか し,キ リス ト教 への改宗 にともな って,秘 儀 的知識 が社会的 にもちい られな くな

った ことによって,月 経屋の制度 もまた撤廃 された。

 so'r�ongは,キ リス ト教 以前の伝統宗教 において,中 心的役割をはた して きた存在

であ った。 それ に対 して,月 経 の女性は不浄 とみな されて隔離 され,社 会的 に周縁 に

位置づけ られた存在で あった。いわば,∫o'ω70πgは 伝統宗教 における 「中心」の象徴
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であ り,月 経 の女性は 「周縁」の象徴であ った。50'ω70πgは 社 会的 に重要な秘儀 的知

識の体系 を独 占す ることによって,伝 統宗教 における 「中心 」に位 置 し,月 経の女性

を不浄 とみな して 「周縁」 にお しやる。 しか し,「 周縁」 に位 置す る月経 の女性 は

so'z�ongの 呪力 を 無効 にで きるほどの根源的 な 力 を 秘めてお り,「 中心」はつね に

「周縁」 によって脅 かされ るとい う,「 中心」 と 「周縁」の 弁証法的関係 が顕著 にみ

られた。 ところが,キ リス ト教 改宗 にともな って,こ のような宗教 における 「中心」

と 「周縁」の関係 が消滅 した といえる。

 伝統宗教の 「中心」 に位置 していたso' z�ongは,危 機克服 において重要 な役割 を

はたすた めに,社 会的 にもっ,とも尊敬 され る存在 であ ったが,そ の0方 で災 いを うみ

だす邪術 としてのroongの 修 得者で もあ り,反 社会 的性格 もあわせ もっていたた めに,

も っとも恐れ られ る存在であった。いずれに して も,∫o'ω70ηgは 伝統宗教の 中心 に君

臨 していたが,キ リス ト教 の受容 によってroongが 否 定 された ことによって,中 心性

を喪失 した。 キ リス ト教 に改宗後 は,本 来 であれば,神 父 がかつてのso'z�ongに か

わ って宗教 の分野における 「中心」に位 置され るはずであ るが,サ タワル島 には神父

がいないので,日 常的には 「中心」を欠 くかたちで キ リス ト教信仰 がな されている。

ヤ ップ島の離島において,政 治的 に最高位 に位置づけ られる ウリシー環礁にのみ神父

が常駐 して お り,2カ 月 に一度 の割で離島 に連絡船がでるさいに,そ の神父が船 にの

って島々を巡回する。各島では,神 父 の来訪をま って,子 どもの洗礼や結婚式な どを

まとめておこな う。 そのような意味において も,ウ リシー環礁 はいまだに,宗 教 的に

も離島の島 々に君臨 してい るといえ る。

 その ほか,キ リス ト教への改宗 にともな って,男 女 関係 における差別 的な各種 のタ

ブーも廃止 された。た とえば,か つては女性は異性 キ ョウダ ィに対 して,頭 を低 くし

て敬意を表する ク0'ppz�roと よ ばれ る表敬行動 を とらねばな らなか ったが,改 宗後 に

はそのよ うな習慣が廃止された。カ トリック教会 の神父が,男 女 の平等 を説 いたか ら

であ る。 その ほか,女 性 が 異性キ ョウダイに対 して尊敬語 をつかわね ばな らな い と

か,異 性 キ ョウダィの食べ残 しをたべて も,持 ち物 にふれて もいけな いな どのタブ ー

もま もられな くな った。 ただ し,・これ らのタブーはキ リス ト教 に改宗後,数 年間 は無

視 されたが,男 女関係 が乱れたために,首 長 たちが検 討 した結果,ふ たたび復活 して

いる。         ,              �

 そ のほか,カ トリック教会の信者 にな った ことによって,離 婚 がみ とめ られな くな

った点も,社 会 関係 に重要な変 化をもた らした。かつては離婚 が簡単 にみ とめられて

おり,改 宗以前には数多 くの人 々が少 な くとも2～3回 は離婚 を経験 していた。 とこ
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うが,改 宗後は基本的に離婚がみとめられないので,男 女関係における柔軟な付き合

いに大きな変イヒが生 じた。

V.お わ り に

 キリス ト教への集団改宗は,多 様な伝統的神々の世界から唯0絶 対神の世界への移

行を意味 していた。 それは 「信仰 の一元化」をうみだし,同 時に 「危機対応の0元

化」をもた らした。 かつては,「 病い」や 「飢え」などの各種の危機に対応するため

に,さ まざまな秘儀的知識がもちいられ,危 機対応のあ り方が多元化していた。とこ

ろが,キ リス ト教への改宗によって伝統的な神々と決別するとともに,秘 儀的知識の

体系としての700πgと も決別 したことによって,教 会にいって キリス ト教 の神であ

るTeewusに 祈 りをささげるだけになった。

 その一方で,「危機対応の世俗化」がすすみ,宗 教に頼ることなく,危 機の克服が

はか られつつある。たとえば,病 人がでると,島 の衛生夫が薬品を投与 したり,注 射

をうって病いの治療をおこなう。そのさいに,無 線でヤ ップ島の病院をよびだ し,医

師の指示をうけることもある。重病人がでた場合には,無 線で連絡船をよび,ヤ ップ

島の病院に入院させる。そこでも処置できない場合には,グ ァムやハワイの病院まで

空輸 して手術をうけさせる。そのほか,遠 洋航海にでかけるときには,磁 気 コンパス

やラジオや携帯用無線機をカヌーにつみこみ,事 故などの危機を未然に回避 しようと

している。さらに,嵐 などの天災についても,ラ ジオ放送やヤップ島からの無線連絡

によって,台 風情報がとどくようにな り,以 前のような恐怖感がな くなりつつある。

そして,台 風などの被害によって飢えが発生 しても無線通信でヤップ島の役所に連絡

して,救 援物資をおくってもらうことができる。近代化の進展にともなって,か つて

危機と認識された事態の意味合いが変容しつつあるとともに,「 危機対応の世俗化」

がすすみつつあるといえる。

 このような 「信仰の一元化」に象徴されるような合理化現象は,宗 教の分野だけに

かぎられるものではない。近代化のプロセスのなかで,同0の 現象がそのほかの分野

でも顕著にみられる。 たとえば,教 育の分野においても,「知識の一元化」がはから

れつつある。太平洋戦争以前の日本統治時代には,ポ ナペ島やヤップ島などの主要な

島々にだけ,四 年制の公学校がもうけられ,離 島の島々には学校がなかった。 ところ

が,戦 後におけるアメリカ統治時代の始まりとともに,離 島にも小 ・中学校が設置さ

れ,義 務教育制が導入された。サタワル島にも,小 学校と中学校が設立され,現 在8
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人の教員が教育に従事 している。 かつては,roongの 伝授に象徴されるような多元的

知識の個人的教育が中心であり,さ まざまな知識を個別に修得しなければな らなかっ

た。 しか し,学 校教育制度の導入によって,ア メリカの教科書をもちいた0元 的知識

の集団的教育がおこなわれるようになり,「知識の一元化」がすすみつつある。 また,

アメリカの教科書をもちいて学校教育がおこなわれることによって,若 い世代が新 し

い文物をうけいれやす くなり,文 化変化の進展が助長された。

 同様に,貨 幣経済の浸透 も 「価値基準の一元化」に重要な役割をはた した。サタワ

ル島の人々は,コ ブラ(ココヤシの果肉を乾燥させたもので,石 鹸などの原料になる)

を売ることによって,貨 幣を獲得 し,そ れをもちいて,各 種の物品を購入する。たと

えば,米 やカンヅメなどの食料品,ナ イフや釣針などの雑貨,酒 やタバ コなどの嗜好

品,衣 服やラジオや時計や乾電池や石油などの生活必需品を購入する。貨幣という価

値基準が登場 したことによって,「 価値基準の一元化」がすすめられつつある。 かつ

てはいろいろな物事 に相対的価値がみとめられていたが,貨 幣の登場によって各種の

物事が一元的基準で価値づけされはじめている。そのうえ,貨 幣さえあれば,新 しい

物品の入手も可能であり,ま た子どもをアメリカに留学させることも可能であるため,

貨幣そのものに絶対的な価値が付与されはじめている。

 このように,キ リス ト教の受容,学 校教育の導入,貨 幣経済の浸透などに象徴され

る近代化によって,か つての多元的な価値体系の世界から一元的な価値体系の世界へ

と移行 しは じめている。 しかし,そ のような移行が円滑にすすんでいるわけでは決 し

てない。反対に,時 計の振り子の揺 り戻 しのように,近 代から伝統への揺 り戻 し現象

が顕著にみられる局面もある。具体的には,秘 儀的知識であったroongの 部分的な復

活現象である。とくに,病 いの治療に関するroongに おいて,そ の傾向が顕著である。

太平洋戦争後に,離 島の島々にも小さな診療所がつくられ,近 代医学の初歩をまなん

だ保健夫が常駐 しているが,医 療設備の不備と医薬品の不足のために,病 いの治療に

おいて近代医学が十分にいかされていない。 そのような状況のなかで,roongの 復活

がみられ,そ れをかつて修得 した人々によってsa fey(呪 薬)が つくられて病人にあ

たえられている。かつての治療儀礼においてはかならず呪文がとなえられたが,呪 文

はカトリック教会の神父によって厳禁されているので,呪 薬のみがあたえられている。

サタワル島ではかつて,呪 薬はできるだけ数多くの人々によって共飲されることが望

ましいとされていた。それによって呪薬のもつ呪力がより強化されるとみなされたか

らである。そのような伝統的観念は現在でも受け継がれており,病 人の親族をはじめ

とする数多 くの人々が呪薬を共飲 している。また,サ タワル島では現在でも,ア ウ ト
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・リ・ッガ ・カヌーによる遠洋航海がな されて いるが
,航 海 にでた カヌーが島にかえ って

くるまえに,台 風接近 のニュースが無線 を とお して とどけ られた ときに,か つての嵐

鎮 めのroongを 修 得 した老人が島の外れの浜辺 にいって,人 知れず に呪文を となえ,

嵐 鎮 めの儀礼をお こな ったという話 を きいた ことがあ る。      』

 サ タワル島のよ うな絶海の孤島に も近代化の大 波がお しよせつつあ るが,現 時点で

は近代化が不完全 な形で しか達 成されていな いために,そ れ によって生 じる不備を伝

統文化の復活で部分 的におぎな っているといえ る。伝統 と近代のゆちぎのなかで,・伝

統宗教の核をな した 「秘儀的知識」 と近代化の象徴 といえ る 「キ リス ト教」がせ めぎ

あ ってい るわけである。 一
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